
162011／1

シリーズ第43話

市民病院　総務課　　23‐7852

　

平
成
19
年
７
月
に
連
載
が
ス
タ
ー

ト
し
た
ほ
の
か
診
察
室
は
、
第
1
話

が
痔
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の

な
か
で
「
痔
」
と
い
う
表
現
は
、
肛

門
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
状
を
総
称
す
る

言
葉
で
、
肛
門
３
大
疾
患
と
し
て
は

痔
核
（
一
般
的
に
い
ぼ
痔
・
脱
肛
）
、

裂
肛
（
一
般
的
に
切
れ
痔
）
、
肛
門

周
囲
膿
瘍
・
痔
瘻
（
一
般
的
に
は
腫

れ
痔
）
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
な
か
で
最
も
多
い
疾

患
で
あ
る
痔
核
に
つ
い
て
お
話
を
し

ま
す
。
肛
門
と
直
腸
下
端
の
周
辺
に

は
網
の
目
の
よ
う
な
静
脈
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
静
脈
が
ふ
く
膨
ら
ん
で
こ

ぶ
状
に
な
っ
た
も
の
（
静
脈
瘤
）
が

痔
核
の
本
体
で
す
。
肛
門
へ
の
負
担

が
重
な
る
と
、
痔
核
が
腫
れ
、
ま
た

痔
核
を
支
え
る
組
織
（
支
持
組
織
）

が
弱
く
な
り
、
痔
核
が
肛
門
の
外
に

出
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
肛

門
よ
り
痔
核
が
直
腸
側
に
で
き
る
も

の
を
内
痔
核
、
肛
門
の
外
側
に
で
き

る
も
の
を
外
痔
核
と
い
い
、
さ
ら
に

肛
門
の
外
側
に
大
き
く
飛
び
出
し
た

も
の
を
脱
肛
と
い
い
ま
す
。
痔
核
の

症
状
は
、
下
着
に
血
液
が
付
着
す
る
、

排
便
時
に
痛
み
が
あ
る
、
肛
門
か
ら

な
に
か
飛
び
出
し
て
く
る
、
残
便
感

が
あ
る
、
排
便
後
お
し
り
を
拭
く
と

紙
に
血
液
が
付
着
す
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

日
本
人
の
3
人
に
1
人
は
痔
主
さ

ん
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
類

が
垂
直
歩
行
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
原
因
で
、
肛
門
が
心
臓
よ
り

も
低
い
位
置
と
な
り
、
静
脈
に
か
か

る
圧
力
が
高
く
な
り
血
液
が
肛
門
に

う
っ
滞
し
や
す
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

四
つ
ん
這
い
の
動
物
に
は
痔
核
が
な

い
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
長
時

間
立
ち
っ
ぱ
な
し
や
、
座
り
っ
ぱ
な

し
の
生
活
習
慣
は
痔
核
を
発
生
さ
せ

る
と
考
え
ら
れ
、
排
便
時
の
強
い
い

き
み
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま

た
加
齢
と
と
も
に
、
肛
門
の
支
持
組

織
が
弱
く
な
り
、
痔
核
が
肛
門
外
に

脱
出
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
酒
・
辛

子
や
胡
椒
な
ど
の
刺
激
物
の
と
り
す

ぎ
は
、
出
血
や
腫
れ
を
憎
悪
さ
せ
ま

す
。
女
性
は
妊
娠
・
出
産
で
悪
化
し

ま
す
。

　

痔
核
の
治
療
に
は
、
内
服
や
座
薬

な
ど
に
よ
る
保
存
的
治
療
や
手
術
療

法
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
、
「
ジ
オ

ン
注
」
に
よ
る
硬
化
療
法
が
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
脱
出
を

伴
う
内
痔
核
に
ジ
オ
ン
と
い
う
硬
化

剤
を
注
射
し
て
、
痔
の
血
液
の
流
れ

を
止
め
、
痔
を
硬
く
し
て
粘
膜
に
癒

着
・
固
定
さ
せ
る
治
療
法
で
、
当
院

で
も
始
め
て
い
ま
す
。
ジ
オ
ン
注
を

投
与
す
る
前
に
、
下
半
身
だ
け
に
効

く
麻
酔
を
行
い
、
肛
門
周
囲
の
筋
肉

を
緩
め
注
射
し
や
す
く
し
ま
す
。
複

数
の
痔
核
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ

に
投
与
し
ま
す
。
治
療
後
は
早
い
時

期
に
痔
核
へ
流
れ
込
む
血
液
の
量
が

減
り
出
血
が
止
ま
り
、
脱
出
の
程
度

も
軽
く
な
り
ま
す
。
１
週
間
か
ら
１

カ
月
程
度
で
痔
核
が
徐
々
に
小
さ
く

な
り
、
引
き
伸
ば
さ
れ
て
い
た
支
持

組
織
が
元
の
位
置
に
癒
着
・
固
定
し

て
、
脱
出
が
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

痔
核
を
切
除
す
る
手
術
と
違
っ
て
、

痛
み
を
感
じ
な
い
部
分
に
注
射
す
る

の
で
、
痛
み
は
少
な
く
、
ま
た
切
除

し
な
い
の
で
出
血
も
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
ま
せ
ん
。
入
院
期
間
も
術
後
１
〜

３
日
間
と
短
く
、
早
い
社
会
復
帰
が

期
待
で
き
ま
す
。
ど
う
し
て
も
切
り

た
く
な
い
方
や
、
合
併
症
の
あ
る
方

に
は
良
い
方
法
で
す
。
た
だ
し
、
切

除
す
る
と
い
う
根
治
手
術
で
は
な
い

た
め
再
発
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
痔
核
の
種
類
や
重
症
度
で
使

え
な
い
場
合
や
切
除
に
併
用
す
る
場

合
が
あ
り
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

痔
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
度
受
診
す
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
痔
主

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
痔
の

症
状
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
大
腸
癌
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。
痔
主
の
方
は
一

度
、
専
門
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
の
３
人
に
１
人
は
痔
主
さ
ん
、

朗
報
で
す
よ
！

新城市民病院
　　　消化器科・外科

　　　診療部長　横井佳博
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室
（
要
申
込
）

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

　

1
月
27
日

（木）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

1
月
28
日

（金）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
22
年
3
月
〜
6
月
生
ま

　

れ
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　

12
組

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　

筆
記
用
具

　

1
月
24
日

（月）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
21
年
11
月
〜
平
成
22
年

　

2
月
生
ま
れ
ま
で
の
幼
児
と
そ

　

の
保
護
者

　

手
づ
く
り
お
や
つ
や
遊
び
方
の

　

実
習
な
ど

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　

筆
記
用
具

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

と
こ
と
こ
幼
児
教
室（
要
申
込
）

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

2
月
10
日

（木）　

午
前
実
施

　

（
乳
が
ん
の
み
一
日
実
施
）

　

胃
が
ん
・
子
宮
が
ん

　

乳
が
ん
・
大
腸
が
ん

　

前
立
腺
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
新
城
保
健
セ
ン
タ

　

ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま

　

す
。

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の

　

方
が
対
象
で
す
。（
単
独
受
診

　

で
き
ま
す
）

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診

　

は
二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　

を
行
い
ま
す
。

　

胃
が
ん　
　
　

１,
０
０
０
円

　

大
腸
が
ん 
 
 
 
　
　

300
円

　

乳
が
ん　
　
　

１,
3
０
０
円

　

（
40
歳
代　

１,
4
０
０
円
）

　

子
宮
が
ん　
　
　
　
　

800
円

　

前
立
腺
が
ん　
　
　
　
　

500
円

※
今
年
度
集
団
が
ん
検
診
の
最
終

　

回
で
す
。
平
成
22
年
４
月
以

　

降
未
受
診
の
方
は
ぜ
ひ
受
診
し

　

て
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ

医
師
講
話
・
増
え
続
け
る
糖
尿
病

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
の
関
係
〜（
要
申
込
）

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

1
月
6
日

（木）

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時　
　

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

1
月
11
日

（火）

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時　

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
創
作

　

活
動
な
ど

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　

不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　

一
般
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

　

顕
微
受
精
を
除
く
不
妊
検
査
・

　

不
妊
治
療
）
に
要
す
る
費
用

　

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
一
般

　

不
妊
治
療
を
受
け
夫
婦
の
年

　

間
所
得
金
額
が
730
万
円
未
満

　

の
方

限
度
額　
　

５
万
円

助
成
期
間　
　

２
年

　

平
成
22
年
３
月
か
ら
２
月
ま

　

で
の
自
己
負
担
額
を
、
３
月

　

末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
新
城
保
健
セ
ン
タ

　

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。 作

手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

糖
尿
病
と
メ
タ
ボ
に
つ
い
て

専
門
医
が
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
ま
す
。

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
月
１
日

（火）

 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

む
ら
ま
つ
内
科

 

村
松

学

先
生
ほ
か

 

講
話
・
座
談
会

　

第
１
回　

１
月
20
日

（木）

　

第
２
回　

２
月
17
日

（木）

　

第
３
回　

３
月
17
日

（木）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　

講
話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体

　

操
な
ど

　

妊
婦
と
そ
の
家
族

　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

　

水
分
補
給
で
き
る
も
の
な
ど

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま 

　

す
が
、
１
回
の
み
の
参
加
も

　

可
能
で
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳

を
対
象
の
年
齢
の
方
に
送
付

し
ま
し
た
。
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
は
３
月
31
日

（木）
が
有
効
期

限
で
す
。
早
め
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

中
学
1
年
生
・
高
校
3
年

生
の
年
齢
の
方
で
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

冬
休
み
を
利
用
し
て
１
月
31

日
（月）
ま
で
に
ぜ
ひ
受
け
ま
し

ょ
う
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
に
つ
い
て

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

（
Ｍ
Ｒ
）予
防
接
種

（
要
申
請
）

む
ら
ま
つ　

ま
な
ぶ




